


発 刊 に よ せ て

下館市長

濱 野

下館市は、ほぼ関東平野の中央 に位置 し、栃木県二宮町 を

起点 として南 に延 びる舌状台地の突端 にあ ります。 この地方

は、河川の流域地帯 と台地の交錯す る地点で古 くか らひ らけ、

鬼怒川 をは じめ、小貝、五行、大谷の各河川台地 には縄文、

弥生の遺跡 をは じめ数多 くの出土品がみ られます。

特 に鬼怒川左岸台地女方地域一帯 は縄文か ら弥生文化 に至

る考古学上の一大宝庫 で、考古学界の注 目の追跡 とな り「女

方式」 と名づけ られたほ ど有名 な追跡 で もあ ります。

しか しなが ら最近の急激 にすすむ各種 の開発 に伴 い、 なか

には未調査 のまま破壊 されてゆ く貴重 な遺跡 が数多 くあると

聞いてお ります。遺跡 は私達の祖先の生活や文化の正 しい理解のために欠 くことので きな

い貴重 な遺産であ り、将来の文化倉」造の基礎 をなす重要 なもので、かけがえのない国民的

財産 とい うことがで きます。 このため、現存す る遺跡 をイ呆護 し、イ呆存 し、活用 をはかるこ

とは もちろん、 これ を正 しく後世 に伝 えることは私達の重大 な責務であると思 います。

このたび発掘調査 の行 われた「外塚遺跡」 は、神明地区土地区画整理事業の工事中発見

された もので、未確認の追跡 であ りましたので遺跡 の実態 をつかむべ く、緊急調査 を実施

して記録 の保存 を図 り、外塚遺跡報告書 を発行 した次第であります。 しか しなが ら先般発

行 した報告書は非常 に頁数 も多くしかも専門性 の高いものですので、 この度市民の皆様 に

広 くご理解 をいただ くためにタト塚遺跡報告書 ダイジェス ト版 を発行す ることとなりま した。

このダイジェス ト版 によって、なお一層理解 されると同時 に地域 の豊 かな歴史的、 自然的

環境 をまもるため十分活用 されます ことをご期待 申 し上 げます。

正
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じ に

下館市教育委員会 は、昭和 56年 8月 に外塚遺跡 の発掘調査 を実施 し、昭和 60年 3月 に発

掘調査報告書「外塚遺跡」 を刊行 した。長岡芳、川崎純徳 、鈴木加津子、宮内良隆、大西

智文、高橋仲子、今橋浩―等の研究者 によって編 まれた報告書は、記録保存 を目的 とした

もので専門性 の高いものであった。 そのため、下館市民が外塚遺跡並 びに縄文文化 を理解

す るにはいささか難 しいと判断 した下館市教育委員会 は、市民 が外塚遺跡 をもとに縄文文

化 を理解す るための縮刷版 を作成す ることに した。外塚遺跡 |の遺物写真 を掲載 して興味 を

そそるだけではな く、今 日までの研究の成果 を活用 して外塚遺跡 をとりま く縄文文化 を理解

で きるよ うに したのが本書である。外塚遺跡 では出上 していない遺物 を数多 く掲載 したの

は外塚遺跡 の縄文人の生活 をより明 らかにす るためである。本書の作成 を依頼 された今橋

は、報告書 を作成 した長岡、川崎、鈴木、宮内、大西、高橋氏等 の研究成果 を活 か し、本

書 を編集 した。
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外塚遺跡の発見者

外塚遺跡 を語 る上で欠かせ ないのがいる。下館在住 の研究

者長岡芳氏である。

長岡氏が外塚遺跡 を発見 したのは、昭和 55年 7月 の ことで

ある。翌 56年 8月 の外塚遺跡 の発掘調査 か ら報告書の刊行 ま

で中核的役割 を果た していた。

長岡氏が考古学研究 に足 を踏み入 れたのは、旧石器時代 か

ら縄文時代開始期 にかけての研究者谷島静訓氏 との出合 いか

らだ と聞いている。長岡氏は、茨城県西部 か ら栃木県東部 の

山野 を踏査 し、旧石器時代の研究 を進 めた。 日本 には、旧石

器時代に人間はいなかった とい う学界の通説 をくつがえした

群馬県岩宿遺跡 の発見者相沢忠洋氏や 日本旧石器時代研究の

先駆的役割 を果たす とともに現在 も第一人者 である芹沢長介氏等 と交流 をもちなが ら独 自

の旧石器文化論 を構築 していた。

縄文時代の研究 に入 ったのは、茨城県史編 さん事業の協 力者 となった昭和46年 頃 か らで

ある。資料収集 のために下館市 を訪 れた茨城県史専門委員佐藤達夫氏、川上博義氏、川崎

純徳氏等の勧 めによ り、茨城県西部 をフ ィール ドとして縄文文化の研究 を開始 した。 その

後、佐藤氏 と通信 を交 わす中で、旧石器文化、無土器文化、縄文文化の基本的 な考 え方 を学

び研究 を深 めていった。佐藤氏が急逝 された後 は、鈴木正博・加津子夫妻 か ら縄文時代後

期後葉 の土器の 分析 を進っ、曾谷式 か ら安行 1式 の土器研究では県内有数の研究者 となっ

ていた。長い間蓄積 して きた研究の成果 を発表 し始めたのは近年の ことである。「茨城県

西部 における中妻系列微隆帯文土器の類例」『取手 と先 史文化 (下巻 )』 (1976)「茨城県西地

方 における安行 1式の分析―下館市大塚遺跡 (1)の 資料―」『常総台地 12』 (1981)こ の 2編

は、長岡氏の土器研究 に対す る謙虚 な姿勢 を見せて くれ る。長岡氏の縄文文化研究の深 さ

の二端 をうかがわせ るのが『真壁町史料、考古資料編 Ⅱ』 (1982)で ある。土器研究の造

詣の深 さはもちろん縄文文化 を厳 しく見つめ る1同察 力を うか /bヾ うことがで きる。

外塚遺跡 が下館の歴史の中に位置付 け られるよ うになった第一の功労者は長岡芳氏であ

る。昭和 59年、 その年は記録的 な猛暑 が続 いた。長岡氏は外塚遺跡 の原稿 を執筆す る中倒

れた。薄 れる意識 の中で原稿 の ことを気 に しつつ永遠 の眠 りにつかれた。

長岡芳氏がJ又 集 した旧石器時代 か ら縄文時代の遺物の大部分 は、春子夫人 によ り下館市

教育委員会 に寄貝曽された。下館市 に博物館 あるいは資料館 がで きれば、市民の前 に公開 さ

れるであろ う。
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2.外 塚 遺跡発 掘調 査 の経緯

遣跡の発見 と対策 下館市は昭和 53年 か ら10年

計画で都市計画事業 を進 めている。昭和 55年 7月

外塚羽黒神社付近で、下水溝 の工事中廃土や溝 の

断面 に縄文時代の遺物 を発見 したのは、下館市 に

住 み真壁町史の編 さん委員だった長岡芳氏である。

その際長岡氏 は縄文時代前期 か ら晩期 までの土器、

石器、食物質食料 の残 滓などを採集 している。

長岡氏 は外塚地 内 に遺跡のあることを市教育委

員会 に通報す るとともに、県内の研究者の下館来

訪 を要請 した。茨城県史編 さん原始古代史専門委

員の川上博義氏、川崎純徳氏等は、長岡氏 と共 に

現地 を訪れ、採集 された遺物や遺跡の現況 か ら遺

跡 をで きるだけイ呆存す ることが望 ましいと判断 し

たGこ の旨 を教育委員会 に伝 え協議 した結果、遺

跡の状態 がまだ把 えられてないので、遺物の分布

調査 をした うえで再検討す ることになった。

教育委員会では分布調査 を宮内良隆氏 に依頼 し

た3宮内氏 は外塚地内の広域 にわたって綿密 な分

布調査 を展開 したc調査 デー タをもとに教育委員

会、長岡、川上、川崎、宮内氏等 は、発掘調査 を

決定 した。

発掘調査 追跡 の大部分は盛上 によって保存 さ

れるが、遊具等 を設置す るためいっそ う破壊 の進

む恐 れがある、道路や下水溝 の工事で破壊 されて

いるものの遺跡 の実態 はつかめていない等の理 由

で、日召テm56年 8月 9日 か ら 8月 26日 にかけてA(羽

黒神社跡 )、 B(旧 湿地 )、 C(水 田跡 )の 3カ 所発

掘調査 を実施 した。外塚遺跡 は長岡氏の精 力的 な

奔走 と下館市教育委員会の良心的行為 によ り地域

の歴史の中に名 をとどめることがで きたのである。

外塚羽黒神社跡 (A区 )

B区の水没状態

C区の土器の出土状態
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3.下館市の古地形の復原

外塚遺跡の位置 と周辺の現地形

匡≡目
段 丘    翻

自然堤防       9     1km

吻 開硲  □
旧 河 道  目 氾 新

地形分類図 (1985。 大西智文氏作成 )

下館市の地形 は、台地 と低地 に分類す ることがで きる。台地 は 1万年以前 までの洪積世

に形成 された。数度の氷河時代 を経 て、 日本列島の人 山活動が活発 な時期 に堆積 したロー

ムをのせている。下館市街 をのせ る台地 と鬼怒川東岸の台地では、市街の台地 の方 が古 い。

地質学的 には、下館市街の台地 は24万年前頃、鬼怒川東岸の台地 は 5万年前頃 か ら形成 さ

れ始 めた。洪積世の頃今の低地 は、地球 が寒冷化すれば陸地 (谷)と な り、温暖化すれば海

底 になっていた。地形変動 がある程度落 ち着 き沖積世 に入 ってか ら 2つ の台地 の谷間は鬼

怒川、大谷川、市街の東側 は、五行川、小貝川 によ り土砂 が堆積 して現在の地形 にだんだ

ん近付 いたのである。土砂 の堆積化 が進 む中で、台風や大雨のたび河川は流路 を変 えた。

時 には大量の土砂 をところどころに積み重ねた。 それが下館の低地 に点在す る微 高地 (自

然堤防)である。下館市の地名 には、「塚」、「島」 とつ くところが多い。周辺 よ り幾分

か高い所 に付 けられてお り、 自然堤防 と考 えてよさそ うである。「沼」、「泉」などが用い

られるのは湧水地 か湿地で ある。「田」のつ く地名は、低湿地 を開墾 して水田化 した とこ

ろである。外塚遺跡 をのせ る自然堤防 について大西智文氏は

(1)大谷川の形成す る沖積面 (堆積作用 によってつ くられた土地)に立地す る。

(2)縄文時代中期頃形成 され、以後大 きな変化 を受 けず現在 に至っている。変化の少 ない

原因は、大谷川が小河川であるとともに上流 に大 きな土砂供給地 をもたない。

とまとめている。
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4.世界史の中の縄文文化

新石器文化  日本列島 に人

類 が渡 って きたのは氷河時代、

20万～13万年前の リス氷期 と

呼ばれる時期 と見 られている。

日本旧石器文化の開始である。

右の表で世界 に比べ て 日本の

新石器文化 (縄文文化)の開

始 が早 いのは、土器の製作年

代 が古 く見 られているか らで

ある。ただ し、大陸で もっと

古 い土器 が発見 される可能性

があ り、改め る余地 がある。

縄文農耕  新石器文化 の特

徴 は、農耕、磨製石器、土器、

織物 などである。縄文時代は

主食 を得 るための農耕 が認 め

られていないので特殊 な新石

器文化 といわれている。縄文

日本の先史文化 と世界 の文化

日 本 の 文 化 年 代
(B.C) 世 界 の 文 化

旧

石

器

時

代

大陸から日本へ人類の移動

(北方、南方の 2方 向より)

ナウマンゾウ

オオツノシカ

200万 年前

300,000

150,000

30,000

10,000

5,000

3,000

2,500

1,500

300

300

0

AD 300

旧

石

器

時

代

アウストラロピテクス

耳ヒ京原人

ネアンデ
'レ

タール人

(剰 片技術 )

クロマニヨン人

(石 刃技術 )

西アジアに農耕の起源
(各地 に伝 Frす る )

縄

文

時

代

土器の出現

狩猟 採集 漁扮活動

竪穴式住居 (定住集落)

縄文式上器

土器 石器 木器 骨角器

原始的信仰 土偶 石棒

埋甕

抜歯

製塩活動

新石器時代の開始

メ トポタミア支明   |
ニ ゾプ ト文明    倉

窒考釜詭支明    驀
エ ー ゲ支 明      |
仏 教 (シ ャカ)儒 教 (子し子 )

ヘ レニ ズ ム文 化

泰・ 始 Fi帝 万 里の 長城

同IJやヽ

キ リス ト教

ロー マ帝 国 最幕 期

弥

生

時

代

稲作農耕開始

金属器の伝播

小国家分立 (首 長制国家)

漢倭奴国王印

邪馬台国

農耕 についてはいろいろな説 がある。周囲 を海 に囲 まれ気候 も温暖で照葉樹林、広葉樹林

が繁茂 していたので魚貝類や植物質食料 を豊富 に得 ることがで きたので農耕 はなかった と

い う説、中部 山岳地帯 で縄文時代中期 に縦長の打製石斧 が大量 に出土す ることか らこの石

斧 を土掘 り用の鍬 と考 えた農耕論、弥生時代の高度 な稲作農耕 を摂取 で きる程度の原始的

農耕 を認 める説 もある。最近の調査 では、福井県鳥浜貝塚 (縄文時代前期 B C 4000年 )で、

ヒョウタンや リョク トウの種子 が発見 されてお り、栽培平舌動 が始 まっていたことがイよば確

定的 になった。ただ し、主食 となる米や麦 などを得 るための農耕段階 に至 っていない。北

九州では縄文時代晩期 の層 か ら米が発見 され、弥生時代直前 に稲作農耕 が渡来 した と考 え

られるよ うになった。

社会構造、政治史的 な面 か ら見 ると縄文時代 1万年間の変化 は、世界 に比べ ると遅 々 と

したものである。当時のオ リエ ン ト地域では、B C 3000年頃 には都市 が成立 し王朝 による

人民支配の時代 に入 っている。奴隷制の強化 が農耕 をいっそ う発展 させていったので ある。

弥生時代は大陸文化の影響下 に成立 し、古墳時代は積極的 に大陸文明 に隷属化 しよ うとし

た時代であったの に対 しく縄文時代は列島独特の文化 を維持 していたのである。
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5,時 間 を計 るもの さ し

縄文時代はもちろん弥生、古墳時代以降 も日

本人の使 う道具で刻々変化 し続 けて きたのは素

焼 きの土器である。

型式 上器 には器形 と文様 がある。器形 は用

途 を表 し、文様 は基本的 な文様 (貝殻 でつけた

文様、棒 で引いた凹線、粘土のひもの貼 り付 け、

本箆 による彫刻 など)の組合 わせ によって構成

されている。器形 と文様 は、 ある特定の時間、

ある特定の地域 だけで採用 されている。そこで、

特定の時間 と地域 の分 かる土器 を〇〇式 と称 し

ている。 これが型式である。土器の型式 は、 そ

の土器 が発見 され型式設定 された遺跡名 をとっ

てつ け られる。外塚遺跡 で最初 に隆盛 した時代

の土器である堀之内 1式は、千葉県市川市堀之

内貝塚 で発見 された土器の中で も古 いタイプの

土器 とい うことを表 している。(1、 2、 a、 b、

cは時間的 に後者ほ ど新 しいことを表 したもの

である。)

編年 型式の前後関係 を層位関係 (地表 に近

い地層の遺物 ほ ど新 しく、深 い地層の遺物 ほ ど

古 い とい う原則 )に基づいて、組 み立 てたのが

編年である。旧石器時代、縄文時代、弥生時代、

古墳時代の追跡 の古 さは層位関係 によって決定

されている。

絶対年代 歴史書 によ り年代 が明 らかになる

事象 は別 として遺物や遺跡 が今 から何年位前 か

とい う確実 な年代 を決定す ることは難 しい。近

年は物理的 な方法 によってそれが試み られてい

る。生物体 に含 まれる放射性炭素 14cが5560年

に半分 は崩壊す るので、減少 した割合 をもとに

絶対年代 を求め る方法 が考古学ではよ く利用 さ

れている。

縄 文 式 上 器 編 年 表

時

　

期

型 式 年 代

南関東係 1茨 城 1東北南部系 c14 山内・佐藤

原縄 文系土 器群
B C 2500

早

期

学刷
　
葉

井  草

大  九

夏  島

稲 荷 台

花輪台 1

BC
BC
7298± 500

(夏無)

中

葉

花輪台 2

三  戸 (押型文伴出 )

日戸下層 田戸下層

田戸上層 田戸上層

6451± 350

(黄畠 )

後

　

葉

子 母 口

野   島

鵜ケ島台

茅山下層

茅山上層

5550± 150

(狭間)

学副

期

単削
　
葉

層

木

山

一房
浜

蘇

ツ

花

二

関

植

黒
大木 2a
大木 2も

3730■ 145

(植房)

3158± 400

(加茂)

B C 2000

後

　

葉

諸段 al 浮島 0  大木 3

諸磯 bl 浮島 1

諸職 も2 浮島 2  大木 4

諸機 b3 浮島 3

諸職 C  興津   大木 5

十三菩提  三反田  大木 6

中

期

前
葉

五fJlケ 台 下小堅予

阿玉台 1      大木 7a
阿玉台 2      大木 7b

B C1500

中
葉

阿玉台 3 4
加曾利El     大木 8a
加曾利E2

2夕 20± 150

(三郎作)

2571■ 300

(姥 山)
後

葉
加曾希IE 3     大木 9古
加曾利E4     大木 9新

後

期

前

葉

称名寺

堀之内 1

堀之内 2

1750■ 150

(堀之内)

1130■ 180

(検 見川)

B Clooo

中
葉

加曾利Bユ

加信利B2
カΠ曾利B3

後

葉

管谷

安行 ユ

安行 2(∵ i,itt■ 器辞流人)

晩

　

　

期

前
葉

安行 3a       大,同 B
安イ〒3b        大1同 BC
安行 3c 前浦   大洞Cユ 648■ 150

(西志賀 )

400± 120

(荒海 )

B C500

後
葉

大

大

田

網

海

杉

千

荒

大洞C2

(1973 川崎純徳作成 一部加修正 )
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6. 縄 文 の 本寸

縄文人の生活の中心舞台は集落である。集落全体 を調査す ると、住居の構造、集落の形

態、使 っていた道具、身 につけていた装飾品、食料の生産、消費活動、祭祀、葬制、呪術、

人口、他地域 との関係 など多方面 にわたって生活 を再現す ることがで きる。近年、大規模

な開発 に伴 う発掘調査 で、集落全体 を調査す る例 が増加 して きたので、縄文社会 を復原す

る研究 が急速 に進 め られている。

集落の形 縄文時代前期頃 か ら大集落 が形

成 され るよ うになる。特 に大集落 が増加す る

のは縄文時代中期 である。千葉県船橋市高根

木戸貝塚 では 1遺跡 で75軒 、松戸市貝の花貝

塚 では35軒確認 されている。同時期 に抵状 に

並 んだ10軒前後の住居 が使用 され、時間 を経

て環状 になったもので ある。茨城県で調査 さ

れている縄文時代の大集落 は86軒の住居跡 か

らなる桜村下広岡遺跡 である。貝の花や高根

木戸のよ うにはならないが、円弧状 の配列の

重復が認 め られる。タト塚の集落 は全 く調査 さ

れていないが、 自然堤防の縁辺部 に規則性 を

もって形成 されていたのだろ う。集落 の形 は、

基本的 に自然地形 に制限 されるものの集団 と

しての規制 が強 まると一定の規則性 の中で形

成 されていったよ うである。

集落の構成要素 集落 は先史古代人の生活

の基盤である。国内で年間 に調査 される遺跡

数は多いものの、集落 の一部 だけを調査 して

いるのが普通である。 そのため社会全体 の復

原 が難 しい。集落遺跡のメインとなるものは

住居跡 である。住居の形や使 っていた道具 が

分 かる。 また不慮 の死 をとげた と思 われる住

居跡 の数体 の人骨 か ら居住 人数 を想定す るこ

ともで きる。遺物の位置 か ら空間の利用方法

も考察 で きる。

千葉県松戸市貝の花貝塚の集落

＼
＼

型
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外塚遺跡出上の石斧 (上掘 り 。伐採用 )



。     1尺  O▼

▼竜石稗軍第奪?耳 最
°凹石

    縄 文 時 代 の 居 住 空 間

集落 は共同体であるが、空間には共用 した場所 と私的 な場所 があったよ うである。集落

の中央部や周辺、堅果類 の採集場、狩猟場 は共用的空間であ り、住居の内部、周辺 は私的

空間である。住居の使 い方 には平面的 な利用法 と立体的 な利用法 がある。平面的 には出入

口、炉辺、作業空間、居間兼寝間空間、 祭儀的空間などがある。立体的 には、住居の床面

つ ま り日常生活空 間、地面 と葺下 した屋根の間にで きた空 間、(整理棚)住居の骨組 みや屋

根の内側 からぶ ら下 げる空 間 (獣 肉、魚肉の くんせい、堅果植物類の乾燥粉)な どが考 え

られる。住居跡 の周辺 に発見 されるのが地面 を円形 あるいは長円形 に掘 った土渡 (ど こ う)

である。形態の様 々であ り、機能用途 も多岐 にわたるよ うである。縄文時代前期 には、平

面 が円形で断面 がバケツや洗面器状 の土竣 が多いが、中期以降は断面形 が多様化す る。今

まで に明 らかになっている土渡の機能は、植物質食料の保存

や貝宇蔵 、死者 を埋秦す る墓穴、粘土採掘壊、ゴ ミ捨 て穴 など

である。 ゴ ミ捨 て穴 と考 える理 由は、獣骨や魚骨 は放 ってお

けば悪臭 をはなちハエ などが寄 って くるがこれは縄文人 にと

って も不愉快 だったはずで、土壊 の中 に骨片類や貝殻 が埋没

している例 があるか らである。掘 り上 げたロームは土器作 り

の原料 となったのであろ う。外塚遺跡 の上壌 からは獣骨片、魚

骨片、鹿角片、クル ミの殻や トチの実 などが検出 されてお り、

ゴ ミ捨 て穴 に用い られたよ うである。ただ し、貴重品である

碧玉製小玉 も含 まれていた点が気 にかかる。 ゴ ミ捨 て場 の代

表的 なものが、貝塚や破損土器の廃棄場 である。住居址 の他

に、土器の焼成跡、祭儀場 と思 われる施設、只宇蔵庫跡 と思 わ

れ る遺構 の発見 される場合 もある。縄文社会 を復原す る根本

的 な遺跡 は集落 である。下館市 にも大規模、小規模の集落 が

土中 に眠 っている。下館付近の縄文人の生活 を復原す るため

には慎重 な調査 が望 まれる。

貝塚の貝の堆積状態

C区の上娠断面図
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7,外 塚 遺跡 出上 の縄文 式上器

縄文時代の容器  粘土で形 をつ くり素焼 きに した土器、本 をくりぬいて作 った本器、 ヒョ

ウタン、草木のつ るや竹、割 り木で編 んだカゴやザ ル、ザ ルや木器 に漆 を塗 った もの、動

物の皮や頭蓋骨の容器 などが縄文時代 に使 われていたc化学変化で固 くなった土器以外の

容器は、腐食 して しまい特殊 な環境でなければ残存す ることはないc

土器の用途 実用的 な面か らみ ると只宇蔵・保管 と煮焚 であるc果実や粉 などの貝宇蔵 、水の

保存、赤色顔料やアスファル トの貯蔵や運搬、貴重品 (貝 輪や玉類)の保管 、これ らが転

用 されて構 としての役割 ももた されている。縄文時代 に使用 された容器の うち耐火性 があ

るのは土器だけである。上器 には人 を受 けて脆 くなったものや炭化物 が容器の内側 に付着

したものがある。煮焚 きに用 いる時 は、外側 か ら直接火 を受 ける場合 と焼 けた小石 を上器

に入 れ煮沸す る場合 と 2通 り考 えられているc土器の形一器形 は、古 くは鉢 あるいは深鉢

とい う程度であったが後期 中葉、後葉 に器種 が多様化 し、用途 に応 じて器種 が考 えられて

いる。後期 ・晩期 には用途不明の非実用的 な土器 も登場 す る。

上器の製作  縄文土器は粘土紐 の輪 を積み重ねて形 を作 っているのが普通である。手で伸

ば しなが ら形 がで きあがると表面 を滑 らかにイ士上 tヂ るc器面全体 に縄 を回転 させてイ寸けた

縄文 も器面調整の一方法 であるc器面 を整 えた後 は文様 を描 くc文様 を描 く道具 には、貝

殻、 シノダケや これ を半分 に割 いた半裁竹管、木製のヘ ラやハ リ状 の ものなどがあるc縄
文 も回転す る紐 の原体 や回転方向 によって装飾効果 をあげることがで きる。

前期の上器  出土量 は少 な く10点 に満 たない。粘土 に植物質繊維 を混入 した関山式、黒

浜式上器、東部関東 に分布す る貝殻 で文様 を付 けた浮島式上器 などが出上 した。

中期の上器  いずれ も破片 で出上 しているが、量 が比較的多 く外塚遺跡 に縄文人 が住 み始

めた頃と考 えられているc中期末葉の加曽利 E3式 、 E4式 土器 が出上 しているc

後期前棄の上器 後期初頭の称名寺 1式、 2式土器は出土量 は多いものの完形 になる土器

はないc⌒回の調査 で文化層 (あ る特定の時期の遺物 が豊富 に包含 され、 その時期 の文化

縄文時代後期初頭堀之内 1式上器
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のよ うすがわかる土層や貝層)が確認 で きたのは堀之内 1式の段階 か らである。器形 はほ

とん どが深外形土器であるが、注 目土器や壷形土器や土製のふた も出上 している。

後期中葉の上器 加曾利 Bl式 からB3式 まで豊富 な資料 を得 ることがで きた。器面 を丁

寧 に研磨 し精巧 な文様 を描 いた精製土器 と縄文や沈線で単純 な文様 を付 け られた粗製土器

の差 が顕著 になった日寺期 で あ る。

縄文時代後期中葉 。加曾利 Bl式上器

後期後葉の上器  曾谷式 か ら安行 2式 まで連続 した型式が認 め られ る。外塚遺跡 の縄文人

の活動が最 も活発 だったのは安行 1式の時期 である。埼玉県 など関東内陸部 に分布す る高

井東式土器、東北地方一帯 に分布す る器面 に粘土層 をつ けた土器 (新地式、金剛寺式、西

ノ浜式、宮戸 皿式 などの型式名が付 け られている。)な どが出土 してお り、遠隔地 の人々 と

の交流 をうかが うことがで きる。

縄文時代後期後葉、安行 1式、高井東式、新地式上器
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□∪
縄文時代晩期 安行系・寺脇系・大洞系上器

晩期の上器 縄文時代の最後の時期 である晩期 は、土器の製作 において も成熟 し文様 には

東北地方の影響 を受け、彫 刻 的 な文様 が多用 されるよ うになる。 晩 期の土 器は、後 期 に

比べ ると分布す る範囲が狭 くなる。 しか し、周辺地域 との交流 もさかんで外塚遺跡 で出土

している晩期 の型式名 を羅列す ると、関東系の安行 3式、姥山式、前浦式、東北式の大洞

式 などがある。晩期初頭安行 3a式 の段階で大洞式の中で も福島県 いわ き地方 に分布す る

寺脇系土器群 が確認 されている。外塚遺跡 の縄文文化 が終 わる頃 になると安行系の上器は

姿 を消 し、大洞C2式 の上器が用い られている。 この現象は茨城、栃木両県の北部地方 と

同 じ現象である。晩期 の社会構造 を解明す る重要 な手がか りである。

―-12-―



外塚遺跡出上のクルミ

いる。小山修三氏は民族学や民俗学の研究 を

8.縄 文人 の食生活

生命 を維持す るための最 も大切 な活動 は、食料の確保 である。動物性 食料 は貝塚 の遺存

体 か ら植物質食料 も泥炭遺跡や湿地 の遺存体や土中の花粉分析 によって判明 しつつある。

動物 は移動 した り飛 んだ り土中 にもぐった りす るために特殊 な技術 や道具 が必要 になる。

植物 は移動性 に乏 しいため採集 しやすい。 縄文人の食料の大半は植物 に依存 していたよ う

である。

縄文時代の植物質食料  クル ミ、 ドング リ類、 クり、 トチが主 なものである。タト塚遺跡

クル ミ、 クリ、 トチが発見 されている。で も

クル ミ、 クリ、 ドングリ類 の うちの シイな

どは、生食はもちろん煮 て も焼 いて も食べ

られる。 しか し ドングリ類 の多 くや トチは

アク抜 きをしなければ食用 には適 さない。

渡辺誠氏は、縄文時代中期以降埋設 した土

器 と石組 みで構築 された大型炉 が出現す る

ことか ら、灰 によるアク抜 き法 を想定 して

もとに水 さらし、煮沸、発酵の 3種 を考 えて

い る。野 山 で採 集 された堅

果類 は、つ るや タケ、細 く

割 いた ヒノキ な どで編 まれ

た か ご、 ざるで居住 地 まで

運 ば れ た。即 食 用 に適 す る

もの は、乾 燥 、保 存 の方法

が と られ、 ドング リや トチ

な どは ア ク抜 き処理 され た。

ドング リ類 の ア クは水溶性 の タ

縄文時代のカゴの断片

ンニ ンなので、つぶ して小川の水で さらされた。春 か ら夏

に食べ る分は貯蔵用の上渡 を掘 って密閉 された。 この まま

では長期 間の保存 は無理 で、冬 の終 わ りか春 の初 め発芽す

る前 に掘 り出 したのであろ う。サポニ ンや アイロ ンなど非

水溶性 のアクを含 んでいる トチなどは、堅 い皮 を鼓 いてむ

き、灰 とあわせて土器で煮沸 し、水で さらす とい う加工工

程 を経 てやっと食用化 されたのである。 アク抜 き技術 は食

用 に不可能 なもの を可能 に し、食料 を増やす高度 な技術 な

のである。 アク抜 きの過程 で堅果類 は粉末 になるので、 ど
ドングリの貯蔵例
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ろどろのかゆにして食べ たのであろ う。 また、回 く練 っ

てダンゴ状 に して乾燥 させた保存食品 も作 られていた。

そのまま食べ ることもで きたが、炉端 のお きや灰で焼 い

た方 が うまみ も増 したことであろ う。獣 を追 う男 た ちの

携行食料 としては最適 である。

堅果類 は回い皮殻 によ り遺存す る例 が多い。今 か ら10

年前で39種類の植物質食料 が確認 されているが、 これ ら

は皮殻、種子 が検出 されたものである。形 を残 していな

い食料 となるオ直物 も採集 していた と考 えることがで きる。

デ ンプ ン質食料は、ヤマ イモ、 クワイ、 クズ、 ワラビ、

カタクリ、ユ リ根、繊維質食料 としては、アカザ、ウ ド、

セ リ、ゼ ンマ イ、 ワラビ、ヤマゴボウ、 タケノコその他

の青菜類、キノコ類、果実 としてはやマブ ドウ、ヤマナ

シ、ヤマス ミ、 グ ミ、ヤマモモなどがあげ られよ う。現

在、食用可能 とされている植物の大部分は縄文人が毒味、

試食 した結果である。

縄文時代は採集の時代 といわれているが、栽培 していた痕跡 もある。栽培植物 としては

ヒョウタン、 ソバ、 リョク トウ、ムギ、エ ゴマなどが出上 している。縄文農耕 については

弥生時代 に稲作農耕 が普及発展す る前提 としての農耕論、短 ざく形打製石斧の大量出土 か

らの農耕論 から最近 では栽培植物 からの農耕論 が展開 されている。人為的 な働 きかけがな

ければ育 たない栽培植物 だけでな く、集落の周辺部 にクリ、 クル ミ、 シイなどを植 えてい

外塚遺跡出上の加工用石器

ンヾ状の炭化物

炉内のパ ン状固形物
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た ことも想像す ることがで きる。

植物質食料の加工具 堅果類の加工はまず殻 を砕 くことから始 まる。粉 にひ くこともあ

る。 こ うした作業の加工具 は石で作 られていた。石の表面 に穴 がい くつ もあけ られている

のが凹 (く ばみ)石である。堅果類の殻 を破 り砕 くにはそれな りの こつがあ つたはずであ

る。力まかせ にむやみ に割 る必要 はない。規則的 に並べて上 か ら重み をかけるだけで中身

がとり出せ るよ うにきれいに割 れるものである。 この時、重み をかけるの に使 われたのが

敲 (た た き)石である。 敲石 は殻 を割 った り砕 くの に使 われた。粉砕 された堅果類 をより

細 か くす るために用 い られたのが磨 (す り)石 と石皿 である。磨石 と石皿 で後世の石 臼の

働 きをしていたのである。 また石皿 は粉 を練 るときにも使 われた。

縄文人の漁持活動  日本人は漁業民族 である。漁獲量、消費量 とも世界有数である。 日

本人の魚好 きは、縄文時代以来の伝統 である。小山修三氏は、民俗学的デー タをもとに、

縄文人が食 していた獣類 と魚類 の比 を 1:6程 度 と推定 している。捕獲す る道具の種類や

発達 か らみて も漁粉ヱ舌働 のユ舌発 だったことが ぅかがぇる。 1魚 粉形態 は、 1魚場 によってA.

外海 に面 した地域 での漁粉、Bモ 内湾沿岸での漁粉、C.河 川・沼沢地帯での漁粉 に分類

されている。 日本で貝塚 の数 が多 く、規模 も大 きく漁粉活動 が盛 んだったのは、東京湾沿

岸、利根川、霞 ケ浦沿岸 か ら三陸海岸 にかけて東 日本の大平洋側 に面 した地域 である。

外塚人の漁榜 外塚遺跡

で も漁粉具 が出土 してお り、

Cの タイプの漁粉 が展 開 さ

れていた。縄文時代外塚遺

跡 の周辺 には旧大谷川が蛇

行 して流 れ、三 日月湖や湿

地 が形成 されていた。 そこ

でヤマ トシジ ミ、オオタニ

シ、 イシガイ、カラスガイ、 土 錘   外塚遺跡出土    石 錘

カワニナなどの淡水産貝類 を採取 し、 コイ、フナ、ギギ、ウナギ、ナマズ、 ドジョウ、 ウ

グイ、ヤマベ、アユ、サケなどを捕食 していた と思 われる。外塚追跡 で出上 している漁具

は、網 のおもりとして利用 された土錘 (ど すぃ)や石錘 (せ きすぃ)で ある。沼沢地 で網

漁 が漁粉の中心的 な位置 を占めていたのだろ う。民俗例 として残 っている漁法のほとんど

を縄文時代 か らの伝統 に基づいたもの と考 えることもで きる。例 えば手づかみ漁 、細 い竹

を徳利形 に編 み水底 に沈 めるウケ漁、笹や小枝 を底 に沈 め小魚、 カワエ ビを採 る笹 の葉漁、

浅 い川で底石 をたたいて魚 にショックを与 えるガチ ンコ漁、簡易定置網漁 などである。釣

針 、モ リ、ヤスの類 が外塚遺跡 では出上 してぃないが (お そらく腐蝕 して しまったのだろ
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骨 角 製 漁 榜具

う)、 いろいろな漁法 に併行 し

て用い られていた と考 える方 が

妥当である。

内湾の漁榜 大貝塚 が形成 さ

れたのは献水 が浸入 していた入

江や河 口付近であった。縄文人

の漁扮活動 が最 もさかんだった

地域 である。鹿角製のモ リ、骨

製ヤスなどによる刺突漁、土錘

や土器片錘 による網漁、鹿角製

釣針 による漁 が発達 し、骨角器

の製作 され る量、消費量 とも多かった。内湾漁妙の発達 は、漁法や舟の操縦法 を発展 させ、

とくに外海でのモ リ漁 を発達 させたのである。

内湾で捕獲・採集 された主 なもの 外海 で捕獲 ・採 集 された主 な もの

貝
　
類

ハマ グリ、アサ リ、 カキ、ハ イガイ

シオフキ、オキ シジ ミ、アカニ シ、

ウ ミニナ、 イボキサゴ、イボニシ、

スガイ

ベ ンケイガイ、 ウチムラサキ、チ ョ

ウセ ンハマ グル、 ダンベイキサゴ、

コタマガイ、オキアサ リ、サザエ

アワビ、イシダタ ミ

魚

類

クロダイ、スズキ、ボラ、 コチ、フ

グ、 アジ、 ウナギ、ハゼ、 イワシ、

サバ、

マ ダイ、マ グロ、 カツオ、ブ リ、サ

バ、アイナメ、アナゴ、ア ンコウ、

サ メ類、サ ワラ、ホウボウ

他 軟体 動 物各種 クジラ、 イルカ、 アシカ、 ウ ミガメ

ど の
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9.縄 文人 の精神 生活

土器、石器 などの製作、 食料の獲得 などを主 な活動 としていた縄文人達の精ネ申生活はい

かなるものであったろ うか。考古学では、遺物や その出土状態、遺物や追構 の分布のよ う

すか ら推測す るしかない。 よ り発展的 に解釈す るためには、民俗学や文化人類学の成果、

文字 に書 かれた古代の習俗 の例 などを借用す るしかない。 ミ
ものミの観察、分析、解釈 は

考古学の分野であるが「 もの」の裏側 に隠 された実際の生活 を復原す ることは難 しい。

人間は人知では どうにもならないで きごとに遭遇 した時未知の存在 を意識す る (存在 を

期待す る)。 これが ミ
すが り、 い`の り、 にな り呪術、信仰、宗教へ と通 じる。 その対象

が何 であったか、 自然現象、けがや病気、出産や死亡、動物の増殖、植物の繁茂等原始的

な立場 で類推す るしかない。

護身用装身具  医薬の進歩 した現代で も死 は最 も恐 しいことであ り、病気やけがも悩 みの

たねである。未開社会では病気やけがに対応 した薬草 を求め るとともに未知の力を信 じ祈

るしかない。縄文人は、病気、けが、死 をもらす悪霊 から逃 れ寄せつ けないためにいろいろな

もの を身体 (頭、顔、耳、首、胸、腕、腰、足首)につ けていた。製作 には、岩石、粘土、

装身具 を身に付 けた埋葬人骨

鹿角、歯牙、骨、貝、本 などを利用 した。

髪飾 縄文人の髪 には クシやヘ アー ピンが さ

されていた。 イザナギ とイザナ ミの神話 に黄

泉の国か ら逃 げだ したイザナギがクシで身 を

守 る場面がある。古代人が クシに霊 力 を託 し

た証 しである。

顔面装飾  土面 (素焼 きの人面)や土偶 (素

焼 きの人形)を観察す ると顔面 に装飾 を伴 う

例 がある。魏志倭 人伝 には、倭 人がいれずみ

や赤色顔料で身体 を飾 った習俗 が記 されてい

る。古墳時代の人物埴輪の顔面 に朱の塗 られ

た例 ある。未開社会 の民俗例 には、虫除のよ

うな実用的 な例 、祭礼や葬送、戦の時 に身体

に塗彩装飾す る例 がある。少年が大人 になる

儀礼の時 に年長者の血 を塗 る場合 もあるよ う

だ。縄文時代 には魔除的 なものであ り、弥生

時代 に継承 され、古墳時代 には葬送儀礼 に転

化 していつた と思 われ る。

-18-
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耳飾  形態 か らA耳たぶ をは さむよ うにす る、

B耳たぶ に穴 をあけはめこむ、C耳たぶ に穴

をあけぶ らさげる 3種 の装着法 を想定で きる。

Aは映状耳飾の初期的 な装着法である。攻状

耳飾 には石製 と土製 がある。Bは土製の鼓形

耳飾の装着法 である。外塚追跡 では単純 なも

の と線刻的 なものが出土 している。彫刻的で

赤色塗彩 された例 もある。Cは歯、牙、骨 な

どで作 られた耳飾 の装着法 である。

首飾 (垂飾) ネ ックレス状 の もの とペ ンダ

ン ト】犬の 2種 がある。外塚遺跡 ではネ ックレ

ス状 の小玉 (緑色で硬 いひすい)が島土 して

いる。ひすいの原産地 は新潟地方であ り、搬

入 された貴重品だった。安行 1式期 の所産で

ある。ペ ンダン ト状 の もの には、石製の大珠

や まが玉、 クマやオオカ ミの歯牙、イモガイ

や タカラガイなどの貝製品がある。外塚 の縄

文人 も歯牙、鹿角、骨、貝製のベ ンダン トを

ぶ らさげていた と思 われるが腐食 して しまい

残 っていない。

腕輪 外塚遺跡 では土製の腕輪 が出上 してい

る。文様 のない環状 の もの と輪の外面 に刺突

と沈線 を加 えた ものである。縄文時代の腕輪

の多 くは貝で作 られている。ベ ンケイガイ、

サ ルボウガイ、 オオツタノハ、アカニ シ、 カ

キなどが原材料である。殻 に大 きい穴 をあけ

て環状 にしたもの と半月状 に して紐 で結 んだ

ものがある。縄文時代後期初頭の時期 に、貝

輪 が五 に保管 されて発見 された例 があ り貴重

品であったことを教 えて くれる。内陸部 の遺

跡 で貝製品の発見 されることはほ とん どない

が交易品 として運 ばれ、神秘的 な乳 自色 は外

塚縄文人に安心感 を与 えたことだろ う。

飾耳

貝輪 と外塚遺跡出土の上製腕輪

縄文人の抜歯
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腰飾 鹿角 を利用 して製作 した ものがほとん どである。鋭利 な刃器で彫刻 してあるのが普

通 で中には透彫的 なもの もあるc人骨 に伴 って出土 した例 を分析す ると、貝輪が女性骨 に

伴 うの に対 し、腰飾 は男′14骨に伴 っている

土版・岩版  装身具 も護行の一種である

が、土版や岩版はいかにもそれ らしいG

身 に付 けるには重す ぎるので、穿孔 され

ているものは住居の入 口あた りにぶ ら下

げ悪霊 を寄せつけまい としたのではない

だろ うかcタト塚遺跡で出土 した ものは、

渦状 の曲線 を組み合 わせただけで、縄文 土 版

は施 されていないG土版や岩版は縄文時  茨城県福田貝塚出上

代晩期 に盛行す るが、外塚追跡の例 は晩期初頭 に位置付 けられるG

外塚遺跡出土

縄文人の禁祀  日本の伝統的年中行事 は、稲作 に付随 した農耕儀礼 を母胎 としている。春

に田の朴 を迎 え豊作 を祈 った り、収穫 を感謝 して田の神 を送 る祭 がある。宮廷の神事で も

重要 なのは 2月 の祈年祭、■ 月の新嘗祭であ り、天皇 が人民の代表 として神 をTEっ たのである。

縄文人 が外来文化 である稲作 を受 け入 れ、食料 を得 る方法 を狩猟や採集 か ら農耕に転換 し

たのは、稲作 に安定性 を見出 したか らであろ う。 それだけに農耕儀ネ[,が欠かせ ないもの に

なったのである。縄文の狩猟採集社会で もそれな りの信仰や祭祀 のあったことは疑 いないc

自然現象の変異 は、植物質食料の減産や動物 の不猟、魚貝類 の不漁 をもた らした。余剰生

産 が少 な く保存技術 のない時代 に食料獲得への執念は現代以上 に強 か つたと考 えられ るG

祭 i巳 は食料獲得 ば かりでな く、人間の生死 にかかわる部分で も実施 されていたc

土偶・岩偶 原形 は旧石器時代 か ら見 ることがで きるG成熟 した女性像 を模 した もので、豊

かな乳房や大 きく張 つた腰 を強調 しているG 土偶 がさかんに製作 されたのは縄文時代後期

外塚遺跡出上の上偶 (胴 下半部 )
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か ら晩期 にかけてで ある。女性 が妊娠 し次の世代 を産 むことか ら、 この能 力 を自然 に転化

して豊 かな生産性 を祈 った とい う説、母性崇拝 、女ネ申崇拝 の象徴 とい う説 などがある。出

産 は医学の発達 した現代だか らこそ心配は少 な くなったが、原始社会 において出産は最 も

危険性 の高い体験 であった。現代 日本人の平均寿命は80歳 であるが、縄文人は30歳前後 で

ある。縄文人の死亡率の高い時期 は、女性 20～ 24歳 、男性 30～ 34歳 くらいとい う統計 があ

り、女性 の出産適齢期 における死亡率の高かったことを表 している。土偶祭烹日は集団的 な

ものではな く、安産祈願、母体 の安全、新生児の健康 な誕生 を祈 るところから始 ま り、け

がや病気の平癒 を願 うことに発展 した とみ られている。発見 される土偶 のほとん どが意識

的破壊 されている。患部 を破壊 して 治癒や悪霊 の退散 を願 った と考 えられている。

特殊 な遺物・ 遺構 縄文時代後期、晩期 と進 むに

従 い実用的でない特異 な形態の土器、土製品、石

製品が登場 し、赤色顔料 を塗布 した例 が多 くなる。

遺構 としては、配石遺構 、敷石住居、環状列石 な

どが構築 される。気候 の寒冷化 による食料獲得活

動の低下、乱獲等の将来的不安 を解消す るため と

い う説 がある。人類 の精神的 な発達 は、呪術、信

仰 を発展 させ原始的宗教へ とつ ながってゆ く。

死者の鎮魂 縄文人が死 に対 して厳粛 な態度で臨 んでいた ことが埋葬人骨 か らうかがえる。

縄文時代の埋葬例 は、身体 を折 り曲げた屈葬 と身体 を仲ば したままの伸展葬 に大別 される。

埋葬 された人骨 には、頭部 に甕 をかぶせたものや胸部 に石 をのせた ものがある。類例 はあ

るものの数量的 に決 して多いものではな く特異 な例 で

ある。 自然死ではな く異様 に苦 しんだ り事故死 などの

場合 に霊魂 が さまよ うの をおさえるためのすき置のよ う

に思 われ る。集落全体 を調査す ると墓域 の設 け られて

いたことがわかる。中 には墓標 を立てた例 もある。新

生児や幼児 は甕 の棺 に糸内めて埋葬 されている。食料 と

なったイノシシの幼獣や狩猟 のイ半イ呂となったイヌも埋

葬 してお り縄文人のや さしさが しのばれる。装身具 をつ

けた り、副葬品 を伴 う埋葬例 は確認 されているが、埋

葬施 設 が作 られた例 は少 ない。旧石器時代の墓の上壌

を分析 した ら草花の花粉 が大量 に確認 された例 がある。

縄文人 も死者の鎮魂のために墓 を飾 り別 れを惜 しんだ

ことであろ う。

髪 飾

敷 石 住 居 跡

縄文時代の呪術師
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お わ り に

下館市は茨城県西部随一文化的活動の盛 んな土地柄 であるc優れた文化人 を輩出 し、

先人の追 した文化財 も豊富で歴史的 にも古い町であるc県西地域 で地 中に埋 れた文化財

(埋蔵文化財)は長岡芳氏の努力によって、特 に縄文文化の解明が進み、埋蔵文化財行政

も1舌発化 して きた。

下館地方の丘陵や低地 には未発見の追跡 が多数眠 つているc自 然堤防や水田下の追跡

では、動植物 の遺存体 や草、本製品が外気 と退断 され腐食 しないので縄文時代の生活 を

復原す るうえで貴重 な資料 を提供 して くれるc下館市 にある低施遺跡 を設備 を整 えて注

意深 く調査すれば、舟、弓、木製容器、 クシなどの装飾品 、植物質食料や動物性食料の

残淳 などが発見 させ る可能性 が高い。

先史、古代 の遺物 や遺構 は、道具や技術の発達 、生活や社会構造 の進歩 。発展 を知 る

うえで重要 な役割 を果たす。 それ らを深 く追究す ることは、物や状態の珍品 を見 るよ う

な興味 をこえて、人類の生 き様や生 きる知恵 を知 ることにつながるのである。

下館市で も規模の大小 にかかわ らず開発 が進 む中で必ずや遺跡 に遭遇す るはずである。

発掘調査 をすれば考古学的資料 は増加す るものの一種の破壊行為である。壊 さな くて も

済むのであれば保存処置 を講 じて後世 の財産 としたいものである。保存 が不可能 な場合

は、現代の発掘技術、科学技術 を駆使 した調査、熟慮 した歴史的復原作業 が不可決 であ

る。先人 が私達現代人 に追 した文化遺産 を護 り後世 に伝 えよ うとす る一連 の活動 が、人

心 を豊 かにし文化的福祉都市下館の建設の一 助となることはい うまで もない。

最後 に、本書の作成 にあた り御助 力下 さつた下館市教育委員会の飯野隆氏 に深 く感謝

す る次第であるc                       (今 橋 浩 ― )

t_
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